
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
変
換

-
　
石
原
慎
太
郎
イ
メ
ー
ジ
の
分
解

二
〇
〇
三
年
の
東
京
都
知
事
選
挙
､
当
選
し
た
石
原
慎
太
郎
は
三
百
万
を
超

え
る
票
を
獲
得
し
た
｡
投
票
前
か
ら
石
原
圧
勝
の
予
測
が
可
能
で
あ
り
､
強
力

な
対
立
候
補
の
擁
立
す
ら
難
し
い
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
た
｡
こ
の
雰
囲
気
は
､

政
治
的
な
そ
れ
か
､
あ
る
い
は
も
っ
と
他
の
何
か
に
よ
る
も
の
か
｡
三
百
万
を

超
え
た
集
票
力
は
､
石
原
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
-
テ
ィ
に
拠
る
も
の
か
｡
仮
に
そ

う
だ
と
し
て
も
､
三
百
万
の
投
票
者
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ソ
ナ
-
テ
ィ
は
､
石
原

個
人
の
そ
れ
と
同
一
で
は
な
い
以
上
､
ど
の
よ
う
に
適
合
的
に
な
り
え
た
の
か

に
つ
い
て
問
う
必
要
が
あ
る
｡

｢
好
き
｣
か
｢
嫌
い
か
｣
と
い
う
｢
人
気
の
あ
る
な
し
｣
　
(
図
1
)
､
た
だ
そ

れ
だ
け
で
政
治
が
動
い
て
い
-
こ
と
､
言
い
換
え
る
と
､
具
体
的
な
内
容
を
欠

＼
･
∴

い
た
政
治
を
｢
ポ
ピ
ユ
-
ズ
ム
｣
　
の
そ
れ
と
呼
び
た
い
｡

1
.
誰
が
石
原
に
投
票
す
る
か
?

三
百
万
と
い
う
数
を
考
え
る
と
､
｢
人
気
｣
と
い
え
ど
も
､
そ
の
雰
囲
気
が

隠
し
て
い
る
多
様
性
は
相
当
な
も
の
が
あ
ろ
う
｡
こ
の
多
様
さ
を
一
枚
岩
の
よ

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
変
換

森

元
　
孝

う
に
ま
と
め
て
い
る
　
｢
人
気
｣
を
括
弧
に
入
れ
て
､
潜
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る

構
造
を
想
定
し
て
諸
要
素
に
分
解
し
て
い
く
こ
と
が
､
本
稿
の
主
題
で
あ
る
｡

川
投
票
と
年
代

国
政
選
挙
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
､
東
京
都
に
お
い
て
は
投
票

率
の
高
低
と
年
代
と
に
は
一
定
の
関
係
が
あ
る
｡
す
な
わ
ち
年
代
が
高
-
な
れ

ば
､
投
票
率
も
高
-
な
る
の
で
あ
る
｡
次
頁
の
図
-
は
､
過
去
-
回
の
東
京
都

知
事
選
挙
の
年
代
別
投
票
率
の
比
較
で
あ
る
｡

一
九
九
九
年
は
石
原
が
初
当
選
し
た
選
挙
で
あ
る
が
､
そ
の
選
挙
直
前
､
現

職
の
青
島
幸
男
が
再
選
立
候
補
せ
ず
と
表
明
､
後
継
を
ね
ら
っ
て
複
数
の
候
補

者
が
登
場
､
最
後
に
立
候
補
し
た
石
原
が
勝
利
し
た
｡
知
名
度
あ
る
候
補
が
複

数
立
っ
た
こ
と
で
､
投
票
率
が
全
体
的
に
上
が
っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇

三
年
は
､
有
力
対
立
候
補
擁
立
が
難
し
-
石
原
圧
勝
を
予
測
で
き
､
そ
れ
ゆ
え

に
投
票
率
が
全
体
的
に
下
が
っ
た
｡
た
だ
し
､
こ
の
図
-
か
ら
明
ら
か
な
こ
と

は
年
齢
が
高
-
な
る
に
つ
れ
､
人
は
投
票
に
行
-
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

も
と
も
と
若
い
人
は
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
次
貢
の
図
-

六
五



は
､
若
年
者
の
投
票
率
推
移
で
あ
る
　
(
都
選
管
｢
若
年
層
の
投
票
率
推
移
｣
)
｡

1
九
七
九
　
(
昭
和
五
十
四
)
年
､
l
九
八
三
　
(
昭
和
五
十
八
)
年
と
前
回
の

二
〇
〇
三
年
を
比
べ
る
と
明
瞭
で
あ
る
｡
た
し
か
に
､
も
と
も
と
投
票
率
は
全

体
平
均
よ
り
若
年
者
の
方
が
低
か
っ
た
が
､
現
在
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
｡

さ
て
'
左
の
表
I
は
､
年
代
別
投
票
率
の
み
な
ら
ず
さ
ら
に
そ
の
人
口
も
加

味
し
､
年
代
別
投
票
者
数
を
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
｡

少
子
高
齢
化
が
現
代
日
本
の
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
､
東
京
は
や
は
り
大

都
会
で
あ
り
､
若
年
者
の
数
は
少
な
-
な
い
｡
表
を
単
純
化
し
て
､
ま
ず
は
四

十
九
歳
以
下
と
五
十
歳
以
上
と
に
ま
と
め
て
､
そ
れ
ぞ
れ
対
比
す
る
と
､
左
中

の
表
I
 
a
と
な
る
｡
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図1　好悪による政治家の分布図

20-24歳　　　30-34歳　　40-44歳　　　50-54歳　　　60-64歳　　70歳代以上

一一{コ-1995年　　　一･× - 1999年　　　-く　-2003年

(東京都選挙管理委員会データをもとに論者がグラフ化)
図2　過去3回の東京都知事選挙の年齢別投票率
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ー979 年 198 3年 19 87 年 199 1 年 19 95 年 19 9 9年 2 00 3 年

2 0歳 42 .4 3 34 .7 7 2 9.4 7 36 ■ー6 3 5. 3 3 0.24 33 .77

2 1~ 2 4 歳 38 .3 5 30 .0 4 2 3 6 2 29 .5 6 2 6.98 27 .20 25 .0 8

2 5~ 2 9 歳 43 .3 3 34 .4 3 2 8.8 8 34 .9 8 3 0.99 2 8.45 25 .99

3 0~ 34 歳 5 1.2 8 4 .5 8 3 7. 9 43 ー9 8 4 2.78 3 6▲18 32 .4 3

全 俵 55 .9 5 47 .9 6 43 ▲19 5 1.5 6 5 0.67 4 8.96 44 .94

-た宍◆　-20歳-　　-21-24歳一一△　25-29歳-●-　30-34歳--x一　全体

図3　若年層投票率の推移(都知事選挙)



表1年代別投業者数(推定)
19 9 5 (平 成 7 ) 1 9 9 9 C平 成 1 1 ) 2 0 0 3 (平 成 15 )

年 代 別 投 票 率 人 口 投 票 者 数 投 票 率 人 口 投 票 者 数 投 票 率 人 口 投 票 者 数

20 - 2 4歳 26 .9 8 1 ,16 9 ,7 9 3 3 1 5 ,6 10 3 3 .8 6 9 6 4 ,4 4 8 3 2 6 ,5 6 2 2 5ー0 8 8 4 5 ,0 3 5 2 1 9 ,6 2 5

2 5 - 2 9歳 3 0 .9 9 1 ,0 5 6 ,7 1 9 3 2 7 ,4 7 7 3 7 .2 0 1 ,13 0 ,8 4 0 4 2 0 ,6 7 2 2 5 .9 9 1 ,0 7 7 ,2 7 6 34 9 ,3 6 1

3 0 - 3 4歳 4 2 .7 8 8 9 5 ,0 5 3 3 8 2 ,9 0 4 4 7 .7 6 9 79 ,8 4 8 4 6 7 ,9 7 5 3 2 .4 3 1 ,1 0 8 ,8 0 9 4 2 7 ,5 5 7

3 5 - 3 9歳 5 1 .1 7 74 0 ,6 8 3 3 7 9 ,0 0 7 5 6 .5 6 7 9 4 ,1 7 0 4 4 9 ,1 8 3 3 8 .5 6 9 3 6 ,3 6 3 4 0 7 ,6 9 2

4 0 - 4 4歳 5 5 .5 9 78 4 ,9 7 7 4 3 6 ,3 6 9 6 1 .6 6 7 0 5 ,3 7 3 4 3 4 ,9 3 3 4 3 .5 4 7 6 7 ,7 1 1 3 6 3 ,2 8 1

4 5 - 4 9歳 亘鎚 坦 97 9 ,1 4 7 亘亘鎚 些 64 .5 4 8 6 6 ,7 0 2 5 5 9 ,3 6 9 4 7 .3 2 7 0 4 ,4 3 5 3 53 ,8 3 8

5 0 - 5 4歳 59 .2 8 8 7 0 ,7 9 6 5 1 6 ,20 8 壁 遡 墜 越 旦坦 1堕 呈 50 .2 3 9 1 9 ,4 8 3 5 0 6 ,7 2 7

5 5 - 5 9歳 6 3 .0 0 7 7 7 ,12 6 4 8 9 ,5 8 9 7 1 .5 5 8 3 5 ,0 9 1 5 9 7 ,5 0 8 亘萱土吐 坦 腿 514 ,旦Z墨

6 0 - 6 4歳 匪 二萱司 16 9 9 .2 0う■ 4 6 0 ,4 9 6 75 .1 3 7 26 ,6 8 6 5 4 5 ,9 5 9 6 1 .9 1 7 6 2 ,6 5 1 5 ,9 3 1

6 5 - 6 9歳 6 9 .8 1 5 5 0 ,7 4 3 3 8 4 ,4 74 6 .7 5 医 王至頭 46 9 ,4 9 4 6 7 .6 5 6 8 7 ,4 4 3 4 2 5 ,8 0 2

70歳 以 上 60 .2 0 9 7 9 ,9 5 2 5 8 9 ,9 3 1 5 .0 7 1 ,14 6 ,0 1 9 7 4 5 ,7 1 5 '6 1.叫 汁,3 6 9 ,1 4 9】 S K 2 9 6

全 体 5 0 .6 7 9 ,5 0 4 ,19 4 4 ,8 3 8 ,5 15 5 7 .8 7 9 ,6 4 5 ,9 7 6 5 ,6 2 0 ,5 5 3 4 4◆9 4 1 0 ,0 0 8 ,7 1 6 4 ,6 9 9 ,1 8 8

*投票率は21歳から24歳まで｡人口は20歳も含めた　/1995年の人口は､東京都年齢別人口推移結果から｡ /1999年､ 2003年
の人口は住民基本台帳による年齢(各歳)別人ロからO /太線部分は､団塊世代にあたる年代を含んでいることを示しているO
/口で囲ったところは､石原慎太郎･裕次郎と同世代の年代を示している｡

表1 a　49歳以下と50歳以上の投票率と投票者数(推定)

1995年 1999年 2003年

49歳以下

投票率 44.06 50.26 35▲49

¥ u 5,626,372 5,441,381 5,439,629

投票者数 1,841,367 2,658,694 2,121,354

50歳以上

投票率 63.63 71.33 59一37

人 口 3,877,822 4 ,204,595 4,569,087

投票者数 2,440,698 2,961,858 2,577,834

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
変
換

投
票
率
の
差
が
小
さ
-
な
い
の
で
､
若
い
年
代
が
人
口
で
は
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
､
高
い
年
代
の
投
票
行
動
が
､
投
票
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
､
五
十
歳
以
上
の
投
票
者
た
ち
が
投
票
で
同
一

に
行
動
す
る
傾
向
が
あ
る
と
､
人
口
で
は
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
高
い
年

代
の
意
思
決
定
が
通
る
こ
と
に
な
る
｡

仏
『
太
陽
の
季
節
』

こ
の
年
齢
的
特
徴
は

重
要
で
あ
る
｡
と
い
う

の
も
､
下
の
図
4
で
見

る
よ
う
に
､
石
原
裕
次

郎
映
画
の
鑑
賞
経
験
と

い
う
特
殊
な
歴
史
的
出

来
事
に
つ
い
て
考
慮
す

る
な
ら
､
東
京
都
知
事

選
挙
へ
の
高
年
齢
者
の

投
票
動
向
は
'
ま
さ
に

こ
の
特
殊
な
経
験
に
よ

り
背
後
か
ら
一
定
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
み
た

く
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
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一一･･･太陽の季節1956　　　　　　　狂った果実1956　　　　　　　嵐を呼ぶ男1957

-�"---銀座の恋の物語1962　　　▲･･･黒部の太陽1968

図4　石原裕次郎映画鑑賞経験
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嫌悪度

図5　政治家の好悪について年代別分布図
*政治家の名前に続く数字が年代を示している｡

映
画
は
'
あ
る
年
代
に
は
数
少
な
い
娯
楽
で
あ
っ
た
｡
あ
る
映
像
イ
メ
ー
ジ

が
集
合
的
な
記
憶
と
し
て
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
｡
先
の
図
1
を
年
代
別
に
割
っ
た
図
-
か
ら
も
､
六
十
代
､
七
十

代
が
､
石
原
支
持
に
つ
い
て
､
他
の
年
代
と
は
違
う
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
｡

六
八

㈲
世
界
都
市
博
覧
会
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

石
原
知
事
は
､
二
〇
一
六
年
オ
-
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
誘
致
に
精
力
的
で
あ
る
｡

こ
れ
も
､
か
つ
て
の
1
九
六
四
年
の
開
催
と
い
う
､
や
は
り
あ
る
一
定
世
代
以

上
に
あ
る
集
合
的
記
憶
と
関
係
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
｡

さ
て
､
一
九
九
五
年
の
青
島
都
知
事
の
誕
生
は
､
都
知
事
と
し
て
の
力
量
'

行
政
手
腕
よ
り
も
何
よ
り
も
､
一
九
九
六
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
世
界
都
市
博

覧
会
の
開
催
是
非
を
め
ぐ
る
都
民
投
票
の
よ
う
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
｡
こ
の

点
で
は
､
一
九
九
六
年
の
都
知
事
誕
生
が
､
す
で
に
住
民
投
票
決
定
主
義
と
い

う
直
接
民
主
主
義
的
色
彩
に
よ
り
､
す
で
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
そ
れ
が
始
ま
っ

(
-
)

て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
｡

た
だ
し
こ
の
時
に
､
青
島
知
事
誕
生
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
年
代
は
､

Q

当
時
調
査
し
た
デ
ー
タ
か
ら
次
の
よ
う
に
言
え
る
｡
す
な
わ
ち
､
左
の
図
-
は

一
九
九
九
年
の
都
知
事
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
に
つ
い
て
の
調
査
デ
ー
タ
か

ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
､
青
島
支
持
と
石
原
支
持
と
は
､
図
の
上
で
は
太

い
槙
破
線
軸
に
対
称
的
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
｡

二
〇
〇
五
年
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る
と
､
調
査
を
実
施
し
た
一
九
九
九
年
か
ら

六
年
が
経
過
し
て
お
り
､
世
代
の
カ
テ
ゴ
-
I
が
そ
の
年
数
分
ず
れ
る
こ
と
に

な
る
｡
当
時
の
青
島
候
補
へ
の
印
象
的
肯
定
の
基
盤
に
は
､
｢
い
じ
わ
る
ば
あ

さ
ん
｣
　
｢
二
院
ク
ラ
ブ
｣
　
な
ど
の
同
年
代
体
験
の
記
憶
リ
ソ
ー
ス
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
､
こ
の
年
代
は
前
述
し
た
年
代
よ
り
も
若
い
そ
れ
で
あ
り
､
石

原
へ
の
そ
れ
の
場
合
の
　
｢
太
陽
の
季
節
｣
を
は
じ
め
と
し
た
同
時
代
体
験
の
文

芸
的
･
映
画
的
-
ソ
ー
ス
で
は
な
-
､
い
わ
ゆ
る
｢
団
塊
の
世
代
｣
が
青
島
知
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20-29歳　30-39歳　40-49歳　50-59歳　60-69歳　70-79歳　80歳以上

-1⊃一青島に投票し､石原にも投票

･+青島には投票せず､石原には投票

秘青島には投票､石原には投票せず

-サト青島にも､石原にも投票せず

図6　青島と石原への投票のシンメトリー

節
｣
｢
黒
部
の
太
陽
｣
な
ど
の
過
去
の
リ
ソ
ト
ス
だ
け
で
は
､
お
そ
ら
く
不
十

分
で
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
､
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
大
き
な
記
念
事
業
が

必
要
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
｡

2
.
イ
メ
ー
ジ
の
分
解

さ
て
､
こ
う
し
た
1
般
的
傾
向
を
頭
に
入
れ
て
､
デ
ー
タ
を
ふ
た
つ
の
点
に

着
目
し
て
分
析
を
行
な
う
｡
ひ
と
つ
は
､
｢
石
原
慎
太
郎
｣
　
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
で
あ
り
､
今
ひ
と
つ
は
､
｢
三
国
人
発
言
｣
に
代
表
す
る
よ
う
に
､
｢
石
原

慎
太
郎
｣
知
事
の
登
場
当
初
の
言
動
､
な
か
で
も
｢
外
国
人
｣
と
い
う
テ
ー
マ
へ

の
回
答
者
の
反
応
に
つ
い
て
で
あ
る
｡

鵬
鵬
【
鵬
鵬

o
o
I
o
o

蝣
<
t
f
C
O
I
t
M
-
h

事
投
票
に
寄
与
し
た
と
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡
青
島
支
持
と
石
原
支
持

の
対
称
性
が
表
現
し
て
い
る
と
お
り
､
当
時
の
四
十
-
四
十
九
歳
の
カ
テ
ゴ
-
I

で
あ
る
　
｢
団
塊
の
世
代
｣
お
よ
び
　
｢
全
共
闘
世
代
｣
と
そ
の
後
数
年
の
世
代
は
､

一
九
九
五
年
の
都
知
事
選
挙
に
お
い
て
は
親
青
島
的
で
あ
っ
た
｡

今
後
こ
の
世
代
の
投
票
率
が
相
対
的
に
上
昇
す
る
と
考
え
る
と
､
石
原
が
三

選
を
狙
う
と
な
れ
ば
､
当
然
こ
の
層
の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
団

塊
世
代
と
そ
れ
に
続
-
数
年
の
層
か
ら
も
イ
メ
ー
ジ
的
肯
定
を
調
達
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
が
､
デ
ー
タ
か
ら
は
反
石
原
的
な
年
代
で
あ
り
､
｢
太
陽
の
季

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
変
換

川
イ
メ
ー
ジ
因
子
に
よ
る
分
解
-
論
理
的
肯
定
と
印
象
的
肯
定

次
の
表
-
は
､
石
原
慎
太
郎
の
イ
メ
ー
ジ
①
か
ら
⑫
の
十
二
項
目
に
つ
い
て
､

そ
れ
ぞ
れ
四
段
階
の
間
隔
尺
度
で
回
答
し
た
結
果
を
､
因
子
抽
出
(
主
因
子
法
)
'

因
子
数
(
最
少
固
有
値
)
､
回
転
法
　
(
K
a
i
s
e
r
の
正
規
化
を
伴
う
バ
リ
マ
ッ
ク

ス
)
　
と
し
た
　
(
因
子
負
荷
'
共
通
性
な
ど
の
基
準
に
よ
る
項
目
削
除
は
行
な
っ

て
い
な
い
)
｡

こ
れ
は
､
ほ
ぼ
予
想
で
き
る
結
果
で
あ
る
｡
抽
出
さ
れ
た
因
子
は
そ
れ
ぞ
れ
､

因
子
-
｢
好
感
因
子
｣
､
因
子
-
｢
嫌
悪
因
子
｣
と
し
た
｡
二
〇
〇
三
年
､
一
九

九
九
年
の
都
知
事
選
挙
で
石
原
候
補
に
票
を
入
れ
た
か
ど
う
か
と
相
関
関
係
が

あ
る
｡
こ
れ
は
､
そ
の
点
で
は
と
く
に
目
新
し
く
な
い
｡
そ
こ
で
､
デ
ー
タ
を

六
九



表2　｢石原慎太郎のイメージ｣因子分析結果

変 数 (質 問項 目 ) 因 子 1 因 子 2 共 通 性

⑪ リー ダ ー シ ップが あ る 0.7 88 - 0.1 29 0.6 37

② 実 行 力 が あ る 0.7 59 - 0 .1 09 0.5 88

⑧ 筋 が 通 って い る 0.7 47 - 0 .2 45 0一6 18

(昏時 勢 を 把 握 して い る 0.7 39 ■ 0 ▲2 88 0.6 30

(卦都 民 の 期 待 に適 う政 治 を して い る 0.7 09 ｣ 0 .3 24 0.6 08

(9 か っ こ い い と思 っ た こ と が あ る 0.6 49 - 0 .2 38 0一4 78

⑥ 著 作 や 原 作 映 画 の 多 くは面 白 い 旦遡 - 0 .2 10 0.194

④ 独 裁 的 だ - 0.185 0.8 66 0.7 84

(卦 自己 中 心 的 だ ← 0.2 05 0.7 86 0.6 59

⑦ 右 翼 的 だ ▲ 0.187 0.6 50 0一4 57

⑫ パ ー フ ォ ー マ ン スが 多 い ▼ 0.2 34 0.5 75 0.3 85

⑩ 時 代 錯 誤 だ - 0.5 12 0.5 0 0.5 22

因 子 寄 与 3.8 05 2.7 57 6.5 62

因 子 寄 与 率 3 1.7 05 2 2一9 77 5 4.6 82

累 積 寄 与 率 3 1.7 05 54 .6 82

七
〇

二
〇
〇
三
年
の
都
知
事
選
挙
に
お
い
て
石
原
候
補
に
投
票
し
た
対
象
者
に
限
定

し
て
､
同
じ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
十
二
の
変
数
で
同
じ
分
析
を
加
え
て
み
た

の
が
上
の
表
-
で
あ
る
　
〔
因
子
抽
出
(
主
因
子
法
)
､
因
子
数
(
最
少
固
有
値
)
､

回
転
法
(
K
;
a
i
s
e
r
の
正
規
化
を
伴
う
バ
リ
マ
ッ
ク
ス
)
　
と
し
た
　
(
因
子
負
荷
､

共
通
性
な
ど
の
基
準
に
よ
る
項
目
削
除
は
行
な
っ
て
い
な
い
)
〕
｡

こ
こ
示
さ
れ
て
い
る
特
徴
は
､
表
-
の
場
合
と
は
異
な
り
､
今
ひ
と
つ
因
子

が
出
現
す
る
こ
と
に
あ
る
｡
因
子
Ⅰ
を
　
｢
否
定
因
子
｣
､
因
子
-
を
　
｢
論
理
因

子
｣
､
因
子
-
を
｢
印
象
性
因
子
｣
と
呼
ぶ
｡
｢
否
定
性
因
子
｣
は
､
先
の
　
｢
嫌

悪
因
子
｣
と
似
て
い
る
｡
た
い
へ
ん
面
白
い
こ
と
に
､
石
原
候
補
投
票
者
に
限

定
を
し
た
場
合
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
因
子
I
と
し
て
　
｢
否
定
性
因
子
｣

が
抽
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
因
子
間
の
相
関
は
'
上
表
4
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡

表3　2003年石原候補に投票した人の
｢石原慎太郎のイメージ｣因子分析結果

変数 (質 問項 目 ) 因 子 1 因 子 2 因 子 3 共 通 性

④ 独 裁 的 だ 0 .85 0 【 0 .0 05 丁 0.0 94 0 .7 31

(診自 己中 心 的 だ 0 .694 一 0 .0 79 - 0.1 6 1 0 .5 14

⑫ パ ■ フ ォ ー マ ン スが 多 い 0 .48 7 - 0 .08 0 - 0.14 6 0 一2 65

⑦ 右 翼 的 だ 0 .4 5 - 0 .1 35 0.0 15 1.1 91

(昏時勢 を把 握 して い る - 0 .09 0 0 .8 34 0.168 0.7 32

⑧ 筋 が通 って い る - 0 .13 0 0 .4 88 Q ia生 0 .3 71

⑲ 時代 錯 誤 だ 0 .19 6 - 0 .3 06 - 0.128 1.1 49

⑤ 都民の期待に適う政治を している ー 0 .14 2 0 .1 74 0.4 6 0 ▲2 63

(診実 行 力 が あ る - 0 .0 11 0 .2 12 0.4 50 0 .2 48

⑪ リー グ ■ シ ップが あ る 0 .03 6 0 .3 58 0.4 48 0 .3 30

(丑かっこいいと■思ったことがある ▼ 0 .05 6 0 .1 00 0.4 32 0 ▲2 00

(昏著作や原作映画の多 くは面白い 】 0 .13 5 0 .0 02 旦逼迫 0 .1 36

因子 寄与 1 .72 0 1.2 72 1.139 4 .1 30

因 子 寄与 率 14 .33 4 14 .3 34 9一4 88 3 8 .1 56

累 積 寄与 率 14 .33 4 24 .9 32 3 4.4 20

表4　3因子の相関関係

否定因子 論理的肯定因子 印象的肯定 因子

否定因子 1 .3 94 (" ) - .100 0

論理的肯定因子 .39 4(**) 1 ▲ .2 34 "

印象的肯定因子 - .w on ▲.2 34 ** 1

*�". p<0.01両側)

辛. p<0.05　両側)

f
i
　
テ
ー
マ
　
｢
外
国
人
｣
　
に
よ
る
分
解

論
理
性
と
印
象
性
'
そ
し
て
否
定
性
と
い
う
三
因
子
の
抽
出
は
､
サ
ン
プ
ル
･

デ
ー
タ
か
ら
の
結
果
で
は
あ
る
が
､
三
百
万
の
投
票
者
が
単
一
構
造
･
同
質
性

の
み
に
よ
り
成
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
ろ
う
｡

こ
の
多
様
性
の
確
認
を
､
｢
外
国
人
問
題
｣
を
テ
ー
マ
に
し
て
さ
ら
に
試
み
て

み
た
い
｡
石
原
慎
太
郎
の
政
治
ス
タ
ン
ス
は
'
東
京
都
知
事
当
選
後
､
間
も
な

い
頃
の
　
｢
三
国
人
発
言
｣
　
な
ど
､
｢
ラ
ジ
カ
ル
右
｣
　
と
い
う
印
象
を
一
般
に
与

え
て
き
た
｡
そ
れ
は
､
一
九
九
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
｢
ポ
ピ
ユ
リ

ス
ト
｣
と
呼
ば
れ
た
政
治
家
た
ち
の
言
動
と
'
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
｡

さ
て
､
以
下
で
は
新
聞
記
事
を
ベ
ー
ス
に
外
国
人
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
三



:
e
刑

種
類
の
質
問
文
を
用
意
し
､
そ
れ
ら
へ
の
回
答
者
の
反
応
を
整
理
し
た
｡

①
石
原
都
知
事
｢
不
法
入
国
､
た
た
き
出
す
｣

!
東
京
･
池
袋
繁
華
街
を
視
察

治
安
対
策
を
公
約
に
掲
げ
る
東
京
都
の
石
原
慎
太
郎
知
事
と
警
察
庁
出
身
の

竹
花
豊
副
知
事
が
二
十
八
日
夜
､
1
R
池
袋
駅
西
口
か
ら
北
口
に
か
け
て
の
繁

華
街
を
'
初
め
て
一
緒
に
視
察
し
た
｡
こ
の
地
区
は
､
風
俗
店
や
飲
食
店
が
集

中
し
て
お
り
､
石
原
知
事
ら
は
､
警
視
庁
の
人
見
信
男
副
総
監
ら
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
､
約
二
〇
分
間
に
わ
た
っ
て
歩
い
た
｡
　
視
察
後
､
石
原
知
事
は

｢
中
国
人
向
け
の
情
報
誌
に
は
､
不
法
滞
在
者
向
け
の
広
告
も
載
っ
て
い
る
｡

東
京
か
ら
は
不
法
入
国
の
外
国
人
は
た
た
き
出
す
｣
と
語
気
を
強
め
た
｡
(
二

〇
〇
三
年
七
月
二
十
九
日
『
毎
日
新
聞
』
よ
り
)

族
全
員
の
処
分
を
取
り
消
し
た
例
は
初
め
て
と
い
う
｡
入
管
当
局
は
生
活
基
盤

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
外
国
人
の
在
留
特
別
許
可
を
認
め
る
方
向
に
あ
り
､
判

決
は
そ
の
流
れ
を
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
｡
(
二
〇
〇
三
年
九
月
十
九
日

『
朝
日
新
聞
』
よ
り
)

②
｢
生
活
基
盤
､
日
本
に
｣
　
-
　
イ
ラ
ン
人
一
家
の
国
外
退
去
取
り
消
し

不
法
滞
在
の
外
国
人
に
特
例
で
滞
在
を
認
め
る
｢
在
留
特
別
許
可
｣
を
求
め

た
が
認
め
ら
れ
ず
､
逆
に
国
外
退
去
(
退
去
強
制
)
処
分
を
受
け
た
群
馬
県
の

イ
ラ
ン
人
1
家
四
人
が
､
処
分
の
取
り
消
し
を
東
京
入
国
管
理
局
に
求
め
た
訴

訟
の
判
決
が
十
九
日
､
東
京
地
裁
で
あ
っ
た
｡
藤
山
雅
行
裁
判
長
は
､
｢
一
家

は
十
年
に
わ
た
り
善
良
な
市
民
と
し
て
生
活
の
基
盤
を
築
い
て
い
る
｡
帰
国
し

た
場
合
の
不
利
益
を
考
え
る
と
処
分
は
裁
量
権
の
逸
脱
ま
た
は
乱
用
に
あ
た
る
｣

と
述
べ
'
四
人
の
退
去
処
分
を
取
り
消
し
た
｡

原
告
代
理
人
に
よ
る
と
､
｢
生
活
基
盤
が
日
本
に
あ
る
｣
　
こ
と
を
根
拠
に
家

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
変
換

③
日
本
の
　
｢
移
民
政
策
｣
に
つ
い
て
の
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
の
発
言

私
た
ち
は
そ
ろ
そ
ろ
大
幅
､
本
格
的
な
移
民
政
策
を
考
え
る
べ
き
時
に
来
て

い
る
と
思
う
｡
考
え
て
み
れ
ば
'
実
は
日
本
人
の
ル
ー
ツ
は
こ
の
小
さ
な
日
本

列
島
の
四
方
八
方
あ
ち
こ
ち
､
シ
ナ
､
朝
鮮
､
モ
ン
ゴ
ル
､
遠
く
は
東
ア
ジ
ア
､

さ
ら
に
は
大
洋
州
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
ま
で
及
ん
で
い
る
｡
日
本
人
な
る
人
種
は

決
し
て
単
一
の
血
筋
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
-
て
､
実
は
今
日
の

ア
メ
リ
カ
以
上
の
合
衆
国
な
の
で
あ
る
｡
日
本
と
い
う
国
土
に
お
け
る
オ
-
ジ

ナ
ル
な
民
族
と
は
､
今
は
希
少
化
し
て
し
ま
っ
た
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
､

本
質
的
に
同
じ
沖
縄
の
人
々
し
か
い
な
い
｡
/
他
民
族
同
士
の
混
血
は
大
脳
生

理
学
が
証
し
て
い
る
よ
う
に
､
特
殊
な
酵
素
の
働
き
に
よ
っ
て
優
秀
な
人
材
を

派
生
し
や
す
い
｡
そ
れ
こ
そ
が
､
歴
史
が
証
す
｢
日
本
人
｣
　
の
優
れ
た
特
性
で

も
あ
る
｡
単
に
､
現
今
の
チ
ー
プ
レ
イ
バ
ー
需
要
の
た
め
だ
け
で
は
な
し
に
､

国
家
民
族
の
大
計
と
し
て
の
人
口
問
題
'
年
齢
層
の
不
均
衡
の
是
正
な
ど
の
た

め
に
も
､
そ
し
て
こ
の
社
会
を
治
安
の
面
で
刻
一
刻
と
む
し
ば
み
つ
つ
あ
る
あ

ま
り
に
多
-
の
不
法
入
国
不
法
滞
在
外
国
人
問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
､
我
々

は
歴
史
的
に
も
通
用
し
な
い
妙
な
民
族
意
識
の
迷
妄
を
断
っ
て
､
国
家
社
会
の

新
し
い
繁
栄
の
た
め
に
積
極
的
な
移
民
政
策
の
実
行
に
踏
み
切
る
べ
き
時
に
き

七
一



て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
(
二
〇
〇
三
年
八
月
四
日
『
産
経
新
聞
』
　
石
原
都
知
事

の
連
載
｢
日
本
よ
｣
よ
り
)

以
上
の
三
つ
の
文
章
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
回
答
　
(
書
か
れ
て
い
る
記
事
の
内

容
に
対
す
る
選
択
肢
､
｢
1
.
ひ
じ
ょ
う
に
賛
成
す
る
､
-
.
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
す
る
'
-
.
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
し
な
い
､
4
.
ま
っ
た
-
賛

成
し
な
い
｣
)
　
の
度
数
分
布
は
表
-
の
と
お
り
で
あ
る
｡
新
聞
記
事
の
内
容
か

ら
､
三
間
順
番
に
そ
れ
ぞ
れ
｢
活
劇
論
｣
｢
寛
容
論
｣
｢
新
移
民
論
｣
と
い
う
見

出
し
語
を
つ
け
た
｡

活劇論 tLW si 新移民論

度数 % 度数 % 度数 %

表5　3因子の相関関係

ひ じ よ うに賛 成 す る 1124 4 5 .3 2 /8 3 0 .8 1 18 14 一7

ど ち らか と い え ば賛 成 す る 3 85 4 1 . 蝣il: 4 7 .0 28 9 35 .9

ど ち らか と い え ば賛 成 しな い 83 8 ■9 146 lti.二 28 9 35 .9

ま った く賛 成 しな い 44 4 ■7 5 5 6 ●1 10 9 13 一5

合 計 9 36 10 0 .0 9 03 1 00 .0 80 5 1 00 .0

N=1020

す
で
に
質
問
文
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
､

｢
新
移
民
論
｣
　
の
そ
れ
は
他
と
違
っ
た
分
布
と
な

る
｡
お
そ
ら
-
は
､
石
原
を
強
く
支
持
し
て
い
る

と
自
ら
思
っ
て
い
た
人
た
ち
の
中
で
も
､
こ
の
記

事
の
内
容
に
つ
い
て
は
｢
賛
成
｣
を
蹟
曙
す
る
人
が

1
定
の
割
合
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

他
の
諸
変
数
と
の
相
関
係
数
を
見
て
､
当
該
三

変
数
の
特
徴
を
理
解
す
る
方
法
を
と
る
と
､
下
の

表
-
に
見
る
よ
う
に
､
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
特

色
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡

す
な
わ
ち
､
二
〇
〇
三
年
の
都
知
事
選
挙
で
の

石
原
慎
太
郎
候
補
へ
の
投
票
と
､
活
劇
論
を
評
価

す
る
人
と
の
相
関
は
高
い
｡
残
り
の
二
つ
の
変
数

表6　テーマ｢外国人｣ 3変数の特徴

変 数 (質 問 文 か ら ) 活 劇 論 寛 容 論 新 移 民 論

0 3年 の都 知 事 選 挙 にお け る投 票 行 動 .30 8 """ → 0 .034 0 .05 7

① か っ こ い い と思 っ た こ とが あ る .23 6 糊 ) 0 .044 .1 13 "

② 実 行 力 が あ る ー18 5C *) ■ 0 一026 .18 2(" )

③ 自 己 中心 的 だ ｢ .15 4 * 0 .005 ▼ .08 ir :

④ 独 裁 的 だ 】 .16 7 ** .0 7 7 * 】 .08 2 *

⑤ 都民 の期 待 に適 う政 治 を して い る .38 8(**) - 0 .064 .13 0 "

⑥ 著作 や原 作 映 画 の多 くは面 白 い .144 P ' 0 .03 5 .08 or :

⑦ 右翼 的 だ 一 .2o or 0 .064 【 0 .06 9

⑧ 筋 が通 って い る .28 2 " 】 0 .046 .14 2 "

⑨ 時勢 を把 握 して い る 一30 6(*: ■ 一08 5(*: .1 19 "

⑩ 時代 錯 誤 だ 一 .40 2 **: .10 8 * - ▲1 13 " )

⑫ リー グ ■ シ ップが あ る .19 1 " 】 0 .032 .17 6 "

⑫ パ ー フ ォー マ ンスが 多 い - .16 5 ** .0 9 H " ) - .0 9 0 *

A 東 京 都知 事 と して .3 9 7(*: - .0 80 0 .20 7(*

B 政 治 家 と して .3 8 5 ** - 0 .0 33 .19 5 **

C 作 家 と して .14 2 " .0 82 * .14 2 "

D 人 物 と して 一3 3 2(* ■ 0一0 29 .168 "

ア 先 祖 の供 養 を す る こ と は､ 子 々孫 々へ の我 々 の責 任 で あ る ,189 *! - 0.0 04 0 .0 68

イ 過 去 の戦 争 で 国 の た め に死 ん だ人 を た た え る こ と は必 要 で あ る .2 68 " - 0.0 48 .0 9 1 *

ウ 過去 の戦 争 で国 の た め に死 ん だ 人 を追 悼 す る必 要 は あ る .18 5(*: - .0 68 0 0 .06 9

エ わ れ わ れが 今 あ る の は過 去 の尊 い 犠牲 に な った人 び と の お か げで あ る .19 7(*! - .0 7 10 0 .03 1

公 立学 校 行 事 日 の丸 掲 揚 君 が 代 斉 唱 (取 り組 み ) .3 42 " 一 .10 7 ** 0 .0 6 1

年 齢 (50未 満 ●5 0以 上 ) - 0 .0 42 - 0.0 26 - 0 .0 3 7

映 画 ｢太 陽 の季 節 ｣ を見 た こ と が あ る ,0 95 (*! - 0.0 40 .116 " )

料. p<0.01両側) *. P<0.05 (両側)



に
つ
い
て
は
､
石
原
候
補
へ
の
投
票
と
の
相
関
は
と
-
に
な
い
｡

次
に
イ
メ
ー
ジ
諸
変
数
①
～
⑫
と
三
変
数
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
'
先
ず

は
活
劇
論
と
寛
容
論
と
が
､
ほ
ぼ
反
対
の
関
係
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
｡
そ
し

て
新
移
民
論
は
､
活
劇
論
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
変
異
を
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
新
移
民
論
と
活
劇
論
と
に
は
決
定
的
な
違
い
も
あ
る
｡

す
な
わ
ち
､
公
立
学
校
で
の
　
｢
日
の
丸
｣
掲
揚
を
義
務
づ
け
た
石
原
知
事
を
支

持
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
結
果
と
の
関
係
を
見
る
と
､
そ
こ
に

C
D

は
大
き
な
違
い
が
あ
る
｡

3
.
｢
新
移
民
論
｣
　
の
分
解

さ
て
､
新
移
民
論
は
あ
る
特
異
性
が
あ
る
が
､
こ
れ
に
つ
い
て
､
な
ぜ
そ
の

選
択
肢
を
選
ん
だ
の
か
､
そ
の
理
由
を
自
由
記
述
で
の
回
答
で
得
て
い
る
｡
筆

者
が
熟
読
し
て
カ
テ
ゴ
-
-
化
を
し
､
比
較
可
能
に
整
理
し
た
も
の
が
図
-
で

あ
る
｡｢

自
発
的
な
移
動
が
原
則
で
あ
り
､
政
策
に
よ
る
移
民
植
民
に
は
反
対
｣
と

い
う
意
見
の
中
は
､
旧
満
蒙
開
拓
の
例
､
南
米
移
民
が
生
ん
だ
悲
劇
な
ど
の
例

を
挙
げ
て
､
政
策
的
な
移
民
に
反
対
し
た
い
と
い
う
こ
と
も
の
が
複
数
あ
り
､

こ
れ
は
｢
労
働
力
確
保
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
｣
､
｢
少
子
高
齢
化
対
策
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
｣
と
対
極
位
置
に
あ
る
｡
｢
必
ず
民
族
差
別
が
発
生
す
る
｡
共

存
は
不
可
能
で
あ
る
し
､
治
安
を
保
つ
こ
と
が
む
ず
か
し
-
な
る
｣
　
に
つ
い
て

は
､
新
移
民
論
に
つ
い
て
の
賛
成
､
反
対
に
か
か
わ
り
な
-
､
発
生
す
る
で
あ

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
変
換

自発 的 な移 動 が原 則 で あ り､ 政 策

に よ る移 民 植 民 に は反 対 (2.9 % ‥

12 .6

国土が狭い(1.1%:2.9

必ず民族差別が発生する0 共存 は

不可能であるし､ 治安を保つこと

がむずかしくなる0 (6 .5% : 10 .4

外国人の不法滞在対策を済ませる
のが先である　(3.2%:4.3

趣 旨は理解 で きるが､ 時期 尚早 で あり､十

分 な法制度整備 をしてか ら (4 .3 ‥9.3% )

石原知事が言うのである
から賛成｡石原知事が言
うのであるから､やむを
えない｡ (19.8% : 0.4%)

よくわからない｡疑問が
多いc (1.1%:9.4

善良な人が来るのであれ
ばよい(4.0%:0.0%)

労働力確保を考えねばな

らない(7.2%:1.4%)

少子高齢化対策を考えねばならない(14.0 : 6.5%)

-◆一新移民論賛成　　　　一〇一新移民論反対

図7　新移民論について賛成･反対の意見相違

七



ろ
う
問
題
に
つ
い
て
の
相
当
な
危
供
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

注

*
本
稿
は
､
日
本
証
券
奨
学
財
団
平
成
一
六
年
度
研
究
調
査
助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
｡

(
-
)
　
使
用
デ
ー
タ
は
､
｢
石
原
慎
太
郎
｣
に
関
す
る
自
由
記
述
収
集
す
る
た
め
に
､
二
〇

〇
五
年
秋
に
実
施
し
た
質
問
紙
票
調
査
を
主
と
し
､
過
去
に
実
施
し
た
同
種
デ
ー
タ
も

参
考
に
し
た
｡

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
が
推
定
し
て
い
る
年
代
別
投
票
者
数
割
合
と
'
使
用
デ
ー

タ
の
年
代
別
サ
ン
プ
ル
数
割
合
と
の
関
係
を
示
す
と
､
二
十
歳
代
､
三
十
歳
代
'
四
十

歳
代
､
五
十
歳
代
へ
六
十
歳
代
､
七
十
歳
代
以
上
に
つ
い
て
'
年
代
別
投
票
者
数
割
合
‥

使
用
デ
ー
タ
の
年
代
別
割
合
は
､
1
2
.
1
‥
1
.
1
,
1
7
.
1
:
4
.
5
,
1
5
.
3
:
1
0
.
7
,
2
1
.
7
:

2
3
.
6
,
2
0
.
0
:
2
8
.
6
,
1
3
.
1
:
3
1
.
4
(
以
上
%
)
と
な
る
.

詳
し
-
は
へ
森
　
元
孝
『
ポ
ピ
ユ
-
ズ
ム
と
ロ
ー
カ
-
ズ
ム
の
研
究
-
東
京
の
同
化
･

統
合
の
リ
ソ
ー
ス
』
文
部
科
学
省
平
成
十
六
-
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤

研
究
C
-
)
研
究
成
果
報
告
書
'
二
〇
〇
六
年
を
参
照
｡

(
2
)
　
森
　
元
孝
｢
｢
代
表
制
の
-
ソ
ー
ス
‥
(
東
京
都
知
事
)
と
い
う
人
格
連
鎖
が
構
成

す
る
公
共
性
｣
『
社
会
学
年
誌
』
(
早
稲
田
社
会
学
会
)
第
四
十
三
巻
'
八
七
-
1
〇
二

頁
｡
こ
の
失
望
感
を
埋
め
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
強
い
期
待
感
に
支
え
ら
れ
て

い
た
｡

(
-
)
　
森
前
掲
論
文
参
照
｡

(
4
)
　
こ
こ
で
は
､
二
〇
〇
三
年
の
都
知
事
選
挙
で
石
原
候
補
投
票
へ
の
限
定
を
再
び
取
り

外
し
た
｡

(
-
)
　
た
だ
し
､
寛
容
論
と
石
原
候
補
へ
の
投
票
と
の
相
関
が
低
い
と
い
っ
て
も
､
石
原
候

補
へ
の
投
票
者
の
中
に
寛
容
論
肯
定
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
｡
相
関

が
な
い
だ
け
で
､
実
際
相
当
数
い
る
｡
言
い
換
え
れ
ば
､
｢
寛
容
論
｣
と
名
づ
け
た
文
章

は
､
か
な
り
多
-
の
人
が
､
寛
容
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
内
容
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡


